
 

 

 

 

 

 

                                      

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年１月１日 

皆
様
、
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
も
コ
ロ
ナ
に
よ
る
活
動
制
限
が
残

り
、
十
分
な
組
合
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
制
約
の
中
で
も
事

務
局
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
に
よ
り
、
福
島
で

開
催
さ
れ
た
「
第
五
十
六
回
全
国
木
材
産
業

振
興
大
会
福
島
大
会
の
成
功
な
ど
、
一
定
の

成
果
を
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の

お
働
き
、
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。 コ

ロ
ナ
禍
中
の
商
売
の
厳
し
さ 

 

地
方
の
材
木
店
の
体
感
と
し
て
は
、
新
築

木
造
住
宅
需
要
が
急
激
に
減
少
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
い
る
。
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
始

ま
っ
た
建
築
資
材
の
値
上
が
り
は
大
幅
な
も

の
と
な
り
木
造
住
宅
の
需
要
回
復
に
は
か
な

り
の
時
間
を
要
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し

て
建
主
が
地
場
工
務
店
に
相
談
し
、
そ
こ
か 

ら
材
木
店
に
発
注
さ
れ
る
と
い
う
既
存
の 

商
流
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て 

い
る
。 

 

み
や
ぎ
森
林
・
林
業
未
来
創
造
機
構 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
息
長
く
宮
城
の
森
林 

と
木
材
産
業
を
育
て
よ
う
と
す
る
機
構
の 

存
在
は
希
望
の
光
で
あ
る
。
機
構
事
業
の 

進
展
は
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
拡
充
な 

ど
に
よ
り
、
林
業
生
産
性
の
大
幅
な
改
革 

を
も
た
ら
す
。
生
産
性
改
革
は
山
元
、
林
業 

事
業
者
、
木
材
業
者
に
利
益
を
も
た
ら
し 

つ
つ
、
木
造
住
宅
拡
大
に
貢
献
す
る
こ
と 

を
期
待
し
た
い
。 

 

時
と
共
に
林
業
の
最
適
生
産
が
確
立
し 

そ
れ
に
伴
っ
て
伐
採
量
と
再
造
林
面
積
が 

拡
大
し
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
Ｃ 

Ｎ
）
に
貢
献
す
る
宮
城
の
山
に
な
っ
て
欲 

し
い
。
特
に
山
元
で
の
再
造
林
は
Ｃ
Ｎ
対 

策
と
し
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
植
林
さ 

れ
た
若
木
の
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
に
大
い
に
期
待 

し
て
い
る
。 

熊
本
県
人
吉
市
の
応
急
仮
設
住
宅 

 

豪
雨
災
害
の
あ
っ
た
人
吉
市
は
、
か
な

り
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
内
外
装
と
も
に
県
産
ス

ギ
材
を
活
用
し
た
、
多
数
の
応
急
仮
設
住

宅
を
提
供
し
た
。
県
産
ス
ギ
材
の
内
外
装

材
大
量
供
給
は
至
難
の
業
で
あ
る
。
当
然 
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事
前
の
準
備
が
必
要
に
な
る
。
県
内
で
こ
の 

役
割
を
担
う
と
す
れ
ば
業
界
人
多
数
が
株 

主
で
あ
る
仙
台
木
材
市
場
を
お
い
て
他
に 

な
い
と
思
う
。
政
策
に
よ
る
手
厚
い
助
成
の 

も
と
、
仙
台
木
材
市
場
が
県
産
ス
ギ
材
内
外 

装
材
の
在
庫
、
仕
上
げ
、
出
荷
機
能
を
持
つ 

こ
と
を
期
待
す
る
。 

 

私
案
「
間
尺
に
合
う
軒
の
出
豊
か
な 

宮
城
〇
〇
の
家
」
構
想 

 

宮
城
県
産
ス
ギ
材
、
特
に
Ａ
材
の
消
費 

拡
大
の
た
め
に
「
間
尺
に
合
う
軒
の
出
豊
か 

な
宮
城
○
○
の
家
」
事
業
を
提
唱
す
る
。
○ 

○
は
建
築
す
る
工
務
店
名
で
あ
る
。 

 

間
尺
に
合
う
は
割
に
合
う
（
お
得
な
）
と 

い
う
意
味
だ
が
、
こ
こ
で
は
６
寸
柱
と
４
寸 

柱
（
合
わ
せ
て
尺
）
を
活
用
し
た
在
来
木
造 

住
宅
の
意
味
も
合
わ
せ
持
つ
。
通
し
柱
を
主 

に
、
要
所
に
６
寸
柱
を
使
用
し
、
他
は
４
寸 

柱
と
す
る
。 

 

ま
た
、
梁
・
桁
材
を
従
来
の
米
松
材
や 

集
成
材
か
ら
変
更
し
て
県
産
ス
ギ
材
と
す 

る
。
ス
パ
ン
表
を
活
用
し
て
適
切
な
寸
法
を 

出
し
、
ス
ギ
材
を
活
用
す
る
こ
と
で
県
産
ス 

ギ
材
の
飛
躍
的
な
消
費
拡
大
と
な
る
。 

こ
の
太
い
構
造
材
に
よ
り
、
長
寿
命
住
宅
と 

な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。 

 

そ
し
て
、
太
い
柱
材
の
豊
か
な
ふ
と
こ
ろ 

                     

謹

賀

新

年 

－１－ 

理
事
長 

千
葉 

基 



『
第
二
十
四
回
み
や
ぎ
木
造
住
宅 

コ
ン
ク
ー
ル
結
果
』 

県
内
各
地
か
ら
応
募
作
品
が
寄
せ
ら
れ
厳
正
な

審
査
の
結
果
次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

な
お
、
入
賞
作
品
は
木
造
住
宅
コ
ン
ク
ー
ル
写

真
集
と
し
て
発
行
し
て
お
り
ま
す
。 

   

施
主
市
町 

・
施
工
者 

・
設
計
者 

最
優
秀
賞 

宮
城
県
知
事
賞 

松
島
町
・
タ
カ
ハ
シ
木
材st

y
le

㈱
・
同 

           

優
秀
賞 

宮
城
県
建
築
士
事
務
所
協
会
会
長
賞 

大
崎
市
・
㈱
サ
ス
テ
ィ
ナ
ラ
イ
フ
森
の
家 

 
 

 
 

 
 

 
  

  
  

 

・st
ud

io
 s

y
nc

ro
ll

 

優
秀
賞 

宮
城
県
木
材
同
友
会
会
長
賞 

仙
台
市
・
㈱
興
建
ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
由
利
設
計
工
房 

優
良
賞 

宮
城
県
木
材
同
友
会
会
長
賞 

大
河
原
町
・
㈱
サ
カ
モ
ト
・
同 

優
良
賞 

宮
城
県
建
設
職
組
合
連
合
会
会
長
賞 

仙
台
市
・
㈱
気
仙
沼
工
務
店
・
同 

特
別
賞 

角
田
市
・
共
栄
ハ
ウ
ジ
ン
グ
㈱
・
㈲
サ
サ
キ
設
計 

表
彰
式
は
、
二
月
二
十
五
日
に
ホ
テ
ル
白
萩
で
開 

催
す
る
予
定
で
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発
生
さ
せ
な
い
核
融
合
発
電
が
実
現
す
る
と
想
定

さ
れ
る
。 

 

ま
た
、
気
象
工
学
の
進
展
と
合
わ
せ
て
地
球
温

暖
化
問
題
は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
る
可
能
性
（
内
容
詳

細
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
）
が
あ
る
。 

 

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
今
現
在
の
適
齢
林
の
伐

採
と
木
材
利
用
、
植
林
と
育
成
に
よ
り
Ⅽ
Ｏ
２
吸

収
が
で
き
る
。
ま
た
、
長
寿
命
の
住
宅
、
解
体
家

屋
木
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
用
に
よ
る
Ⅽ
Ｏ
２
の
固

定
化
も
拡
大
し
て
い
け
ば
、
当
面
の
Ｃ
Ｎ
課
題
解

決
と
な
り
、
将
来
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。 

 

宮
城
三
区
選
出
の
西
村
明
宏
環
境
大
臣
が
国
内

外
で
大
活
躍
し
て
い
る
。
西
村
大
臣
は
私
達
宮
木

恊
も
加
盟
す
る
宮
城
県
林
業
団
体
連
絡
協
議
会
会

長
で
あ
る
。
西
村
大
臣
な
ら
ば
環
境
問
題
解
決
と

林
材
業
振
興
を
両
立
さ
せ
、
豊
か
な
森
林
と
木
材

産
業
を
創
り
上
げ
て
く
れ
る
期
待
し
て
い
る
。 

 

今
、
私
達
の
業
界
の
使
命
は
木
材
を
活
用
し
、

伐
採
し
た
ら
植
林
す
る
こ
と
を
地
道
に
続
け
、
長

寿
命
住
宅
を
世
に
供
給
す
る
。 

 

こ
の
仕
事
に
よ
り
希
望
の
あ
る
豊
か
な
事
業
成

長
の
一
年
と
な
る
事
を
心
か
ら
祈
念
し
て
い
る
。 

       

－２－ 

を
活
用
し
て
高
断
熱
性
能
を
確
保
す
る
。 

 
ま
た
、
太
い
垂
木
材
を
活
用
し
た
豊
か
な
軒
の

出
は
風
雨
か
ら
住
宅
を
守
り
、
長
寿
命
に
貢
献
す

る
。
そ
し
て
、
塗
料
の
力
も
借
り
つ
つ
、
防
火
の 

問
題
は
あ
る
が
内
装
材
に
限
ら
ず
外
壁
材
に
木
材

を
採
用
す
る
。
豊
富
な
木
材
使
用
、
長
寿
命
と
断

熱
性
能
各
要
素
で
Ⅽ
Ｎ
貢
献
住
宅
と
な
る
。 

 

私
が
軽
井
沢
で
見
学
し
た
友
人
の
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
ハ
ウ
ス
。
外
壁
は
荒
挽
き
の
欧
州
材
の
塗
装
仕

上
げ
。
内
部
の
船
形
天
井
、
壁
、
階
段
は
欧
州
松
。

床
は
オ
ー
ク
材
。
サ
ッ
シ
も
重
厚
な
木
製
建
具
で

高
い
断
熱
性
能
を
持
つ
。
こ
れ
だ
け
の
木
材
尽
く

し
の
家
は
初
め
て
だ
っ
た
。 

 

間
尺
に
合
う
（
割
に
合
う
）
住
宅
建
築
推
進
に

は
政
策
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
。
県
産
材
大
量
利

用
住
宅
に
対
す
る
特
別
な
支
援
と
富
県
宮
城
政
策

に
よ
る
県
内
産
建
材
に
対
す
る
助
成
で
間
尺
に
合

う
Ⅽ
Ｎ
を
促
進
す
る
住
宅
建
築
を
推
進
し
た
い
。 

視
野
が
狭
く
て
恐
縮
だ
が
、
私
が
住
む
大
崎
市
の

Ｙ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｐ
の
高
断
熱
性
能
サ
ッ
シ
や
北
隣
栗
原

市
の
イ
ノ
ア
ッ
ク
で
製
造
す
る
高
性
能
断
熱
材
な

ど
を
想
定
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｎ
に
貢
献
す
る
県
産
建

材
は
他
に
も
あ
る
こ
と
と
思
う
。 

 
 

希
望
の
あ
る
豊
か
な
事
業
成
長
の
一
年
に 

 

五
十
年
後
の
二
〇
七
〇
～
八
〇
年
頃
に
は
海
水

に
含
ま
れ
る
重
水
素
等
を
燃
料
と
す
る
Ｃ
Ｏ
２
を 

最優秀賞 



 

新

年

の

ご

挨

拶 
   

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

宮
城
県
木
材
協
同
組
合
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
県
の
森

林
、
林
業
・
木
材
産
業
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
、
日
ご
ろ
か
ら
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
は
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
や
ロ
シ
ア

に
よ
る
単
板
な
ど
の
輸
出
禁
止
措
置
、
円
安
の
進

行
な
ど
を
背
景
に
、
輸
入
材
の
供
給
リ
ス
ク
が
顕

在
化
し
、
国
産
材
の
需
要
が
高
ま
る
中
、
木
材
価

格
が
高
騰
す
る
と
と
も
に
、
山
元
立
木
価
格
も
大

幅
に
上
昇
し
ま
し
た
。
国
産
材
へ
の
転
換
の
動
き

が
広
が
る
こ
と
は
、
国
内
林
業
に
と
り
ま
し
て
追

い
風
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
流
れ
を
一
過
性
の
も

の
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
も
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
構
築
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
特
に
、
今
後

の
住
宅
以
外
の
大
型
建
築
物
へ
の
木
材
需
要
を

獲
得
す
る
た
め
に
は
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
関

係
者
が
連
携
し
、
ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
に
し
っ
か
り

と
応
え
ら 

と
応
え
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

一
方
、
物
価
高
騰
の
長
期
化
は
、
新
築
住
宅
着
工

数
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
県
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
国
の
経
済
対
策
と
連
動
し
、
県
産
材
利
用

の
更
な
る
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
森

林
、
林
業
・
木
材
産
業
が
持
続
的
に
発
展
で
き
る
よ

う
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

さ
て
、
第
四
十
八
回
全
国
育
樹
祭
が
令
和
七
年
度

に
本
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し

た
。
森
林
を
持
続
的
に
守
り
育
て
る
こ
と
の
大
切

さ
と
と
も
に
、
震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た

海
岸
防
災
林
の
復
旧
な
ど
の
取
組
を
、
全
国
に
紹

介
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

今
後
は
実
行
委
員
会
の
立
ち
上
げ
や
基
本
計
画

の
策
定
な
ど
、
本
県
で
は
初
と
な
る
全
国
育
樹
祭

の
開
催
に
向
け
、
万
全
な
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
貴
組
合
及
び
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
様
々
な
面
で
御
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

結
び
に
、
宮
城
県
木
材
協
同
組
合
の
益
々
の
御

発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
事
業
の
御
繁
栄
を
御
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
に
当
た
っ
て
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。 

   

 

  

県
で
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た
建
築
物
等
の
普

及
推
進
を
図
る
た
め
、
県
産
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の 

            

 

  

県
で
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た
建
築
物
等
の
普

及
推
進
を
図
る
た
め
、
県
産
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の 

 

－３－ 

宮
城
県
水
産
林
政
部 

 

林
業
振
興
課
長 

大
信
田 

知 

英 

「
み
や
ぎ
Ｃ
Ｌ
Ｔ
普
及
促
進
事
業
」
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 

宮
城
県 

林
業
振
興
課 

県
で
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た
建
築
物
等
の
普

及
推
進
を
図
る
た
め
、
県
産
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
購
入
費
や

Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た
製
品
開
発
な
ど
に
対
し
て
補

助
す
る
「
み
や
ぎ
Ｃ
Ｌ
Ｔ
普
及
促
進
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

Ｃ
Ｌ
Ｔ
（Cr

o
ss 

L
am

in
at

ed
 
T
im

be
r

）
は
ひ

き
板
を
横
に
並
べ
、
層
ご
と
に
繊
維
方
向
が
ク
ロ

ス
す
る
よ
う
に
積
層
接
着
し
た
大
判
の
パ
ネ
ル

で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
マ
ン
シ
ョ
ン
や
商
業

施
設
の
壁
や
床
と
し
て
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
中
大

規
模
建
築
物
の
木
質
資
材
と
し
て
普
及
し
発
展
し

て
き
ま
し
た
。 

Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
パ
ネ
ル
状
の
建
材
な
の
で
、
多
く
の

木
材
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
木
材

を
使
う
こ
と
が
難
し
い
と
さ
れ
て
い
た
中
大
規
模

建
築
物
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
使
わ
れ
る
こ
と
で
、
林
業
・
木

材
産
業
の
活
性
化
、
さ
ら
に
は
二
酸
化
炭
素
排
出

量
削
減
や
森
林
保
全
な
ど
、
地
方
創
生
や
地
球
環

境
へ
の
貢
献
に
大
き
な
期
待
が
さ
れ
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
中
大
規
模
建
築
物
を
主
な
対
象
と
し
た
事

業
の
概
要
と
こ
れ
ま
で
の
活
用
事
例
に
つ
い
て
紹

介
い
た
し
ま
す
。 

令
和
二
年
度
の
事
業
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
学
校

法
人
た
ち
ば
な
学
園
「
み
や
の
森
こ
ど
も
園
」
の
園

舎
に
は
、
厚
さ
九
セ
ン
チ
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
木
造
一
部
二
階
建
て
、
延
床
面
積
約
二
千

六
百
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
屋
根
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
庇
を
支
え
る
柱
が
不
要
と
な
り 



園
児
が
走
り
回
れ
る
安
全
で
開
放
的
な
テ
ラ
ス
が

実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
育
室
・
廊
下
な
ど
建
物
内

の
一
部
梁
は
木
材
を
現
し
と
し
て
お
り
、
軒
天
Ｃ

Ｌ
Ｔ
の
現
し
と
相
ま
っ
て
、
木
造
特
有
の
温
か
み

の
あ
る
空
間
が
創
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

        

ま
た
、
令
和
三
年
度
の
事
業
に
よ
り
東
北
ボ
ー

リ
ン
グ
株
式
会
社
が
、
仙
台
市
若
林
区
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ

を
使
っ
た
新
社
屋
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。 

        

新
社
屋
は
二
階
建
て
の
木
造
軸
組
工
法
で
、
床

や
屋
根
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
仕
上

げ
材
料
や
工
程
を
省
く
な
ど
の
コ
ス
ト
低
減
を
図

る
計
画
で
、
令
和
四
年
度
末
竣
工
に
向
け
て
建
設 
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が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
社
屋
の
柱
や
梁
に
は

石
巻
市
北
上
町
の
ス
ギ
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ

れ
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
宮
城
県
初
の
Ｃ

Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
」
の
実
現
も
目
指
し
て

お
り
、
県
産
木
材
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
る
持

続
可
能
性
に
配
慮
し
た
オ
フ
ィ
ス
の
実
現
が
期
待

さ
れ
ま
す
。 

県
内
に
お
け
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た
建
築
物

は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
に
県
産
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
っ

た
木
造
施
設
が
名
取
市
に
完
成
し
た
の
を
最
初

に
、
完
成
事
例
が
こ
れ
ま
で
二
十
件
を
超
え
ま
し

た
。
仙
台
市
な
ど
都
市
部
を
中
心
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た
い

方
々
か
ら
の
相
談
件
数
も
年
々
増
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
事
業
の
詳
細
等
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
林
業
振
興
課
の
ペ
ー
ジ
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

［
問
い
合
わ
せ
先
：
林
業
振
興
課
み
や
ぎ
材
流
通

推
進
班 
℡
〇
二
二―

二
一
一―

二
九
一
二
］ 

 

／
／
／
地
域
か
ら
／
／
／ 

「
栗
原
地
域
の
県
産
材
利
用
の
取
組
」 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所 

栗
原
地
域
事
務
所 

栗
原
地
域
事
務
所
管
内
の
栗
原
市
は
、
広
大
で

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
栗
駒
山
や

県
内
最
大
の
高
層
湿
原
で
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
で
有

名
な
世
界
谷
地
、
ガ
ン
や
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
飛
来
地 

と
し
て
有
名
な
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
指
定
登
録
湿
地

の
伊
豆
沼
・
内
沼
を
有
し
て
い
ま
す
。 

管
内
の
森
林
面
積
は
四
四
，
一
三
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
管
内
土
地
面
積
の 

五
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
民
有
林
は
二
九
，
九
六

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
県
内
市
町
村
で
最
大
規
模
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
可
能
な
八
齢
級
以
上

（
三
六
年
生
以
上
）
が
一
四
，
一
三
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
人
工
林
面
積
の
八
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、

利
用
可
能
な
資
源
が
充
実
し
て
お
り
、
そ
の
活
用

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

地
域
材
の
利
用
促
進
に
向
け
て
、
宮
城
北
部
流

域
森
林
・
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
栗
原
支
部
と
連

携
し
な
が
ら
、
栗
原
市
に
対
し
て
さ
ら
な
る
公
共

施
設
の
木
造
化
、
県
産
材
利
用
を
働
き
か
け
る
と

と
も
に
、
工
務
店
、
木
材
加
工
業
者
等
に
対
し
て

も
県
産
材
利
用
拡
大
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
て

い
ま
す
。 

栗
原
市
で
は
、
新
た
に
建
設
す
る
施
設
に
お
い

て
は
、
栗
原
市
産
材
の
利
用
を
推
進
し
て
お
り
、

最
近
で
は
、
栗
原
市
若
柳
総
合
支
所
（
平
成
二
八

年
度
）、
栗
原
市
若
柳
認
定
こ
ど
も
園
（
令
和
三

年
度
）
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
栗
原
市
若
柳
認
定

こ
ど
も
園
は
、
延
べ
床
面
積
四
，
一
一
四
平
法
メ

ー
ト
ル
で
、
施
設
全
体
の
木
材
使
用
量
は
九
一

〇
．
七
八
立
法
メ
ー
ト
ル
、
う
ち
市
産
材
の
使
用

量
は
一
九
四
．
一
六
立
法
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。 



第
五
十
六
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会 

（
十
月
二
十
七
日
） 

優
良
組
合 

全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会
会
長
賞 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

夢
の
森
つ
や
ま
協
同
組
合 

 
 
 

 

理
事
長 

佐
々
木
善
市 

様 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

誠
に
お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
。 

                            

 
 

林
団
連 

知
事
・
議
長
に
要
望
活
動 

 

千
葉
理
事
長
が
会
長
代
行
を
務
め
る
宮
城
県
林

業
団
体
連
絡
協
議
会
は
、
昨
年
十
一
月
十
八
日
宮

城
県
に
「
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
に
関

す
る
要
望
活
動
」
を
行
い
ま
し
た
。
十
七
団
体
の

代
表
が
知
事
、
県
議
会
議
長
に
木
材
利
用
拡
大
推

進
等
七
項
目
を
要
望
し
、
知
事
か
ら
は
森
林
を
守

る
と
と
も
に
要
望
内
容
の
取
組
を
進
め
る
と
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。 

                    

柱
や
梁
、
土
台
等
の
主
要
構
造
部
材
や
廊
下
の

腰
壁
、
玄
関
の
天
井
等
の
仕
上
げ
材
に
栗
原
市
産

の
杉
材
を
使
用
し
、
木
の
温
も
り
を
感
じ
ら
れ
る

室
内
空
間
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
遊
戯
室
は
、
天

候
が
悪
い
時
も
子
ど
も
た
ち
が
屋
内
で
の
び
の
び

と
活
動
で
き
る
よ
う
、
廊
下
と
の
一
体
的
な
利
用

を
可
能
と
し
、
開
放
感
に
あ
ふ
れ
た
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
い
ま
す
。 

            園
長
先
生
か
ら
は
、
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
、

子
供
た
ち
は
裸
足
で
過
ご
し
て
お
り
、
暖
か
さ
を

感
じ
る
と
い
っ
た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
後
も
、
地
域
の
公
民
館
な
ど
新
た
な
建
設
計

画
の
策
定
時
に
は
栗
原
市
産
材
の
利
用
を
働
き
か

け
て
い
く
と
と
も
に
、
引
き
続
き
管
内
の
地
域
材

利
用
促
進
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

廊 下 

知事へ 

池田副議長へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

全 景 

保 育 室 
 

非
住
宅
含
め
木
造
建
築
が
進
ん
で
い
ま
す
。
温
暖
化
対
策

で
も
森
林
や
木
材
利
用
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
が
業
界

の
未
来
に
は
希
望
が
あ
り
ま
す
。
木
材
会
館
の
木
造
建
替
え

を
初
夢
と
し
な
い
で
い
つ
か
は
現
実
に
し
た
い
も
の
。（
好
） 

－５－ 



令和４年１１月１７日から令和５年２月２８日まで、宮城県に「木材製造業死亡労働災害多

発警報」が発令されています。特に、非定常作業や機械運転によるものが重大災害につながり

ますので、改めて点検、見直し、安全対策に十分留意しましょう。 

この１年、ご安全に！！ 

－６－ 


